




















臨床医学研究連合（East African Consortium for 
Clinical Research; EACCR）」に加わっている研究
機関のある，言い換えれば，それなりの研究を行っ


































































































birth attendants（Lasker 19811-3），witch doctors，
spiritual healers，herbalists，tooth extractors，
bonesetter，birth attendants（Kassaye et al 20061-4），
diviners，prophets / faith healers，herbalists，
traditional surgeons，traditional birth attendants
（南アフリカ共和国 Traditional Health Practitioners 
Act; Gqaleni et al 20071-5）あるいは，wogesha（さ
らに，接骨師 tagan，扁桃腺切除師 intil korach，
抜歯師 yeters awlakity，に細分される），herbalists，
awalaj（mid wife），spiritual healers（ さ ら に，
monks と priest，traditional healers に細分される），
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ハラ語でqwesalä segaや sega dawé（qwesaläは潰瘍，








ゲエズ語で lämš または lämţ，あるいは hemamä 
zelgasé（神の意志の病の意）と言い，今日もアム








らは däwwó sega や sega däwwé という言い方が好




Amenu et al（2000）2-1-7 もアムハラ語でハンセン病
者は komata と言うとした。また Tekle-Haimanot 
et al は グ ラ ゲ 語 の マ レ コ Mareko， メ ス カ ン











tïllïk’u bäšïta（tïllïk’u は重大，bäšïta は病気の意），
Barkhuus（1946）2-1-12 は abbi hemum（abbi は重大，
hemum は病気の意）を挙げた。また「アムハラ人
の病気」にあたる言い回しもほかにもあるらしく，
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Pankhurst 19842-1-4，19862-1-13，19902-1-14，19912-1-15）
と Mesele（2005）2-1-5 による優れた論考がある。た








と い っ た 記 述 は 興 味 深 い も の で あ る。 ま た









チオピア初のものは 1901 年にハラール Harar に
て設立されたが，メネリク Menilek 皇帝がさらな
る療養所の設立に反対したため，第二のものは
1934 年になってアカキ Akaki に建てられたとした
（いずれもキリスト教宣教団が運営）。また Mesele
は，1901 年から 2001 年までに焦点を合わせ，療
養所の設立や隔離について記した。
　そのほかエチオピアにおけるハンセン病者につ





む一画があったようである（Father Nicholas & 
Giel 19712-1-17）。ただし現在どうなっているか情報
は乏しい。
　 歌 を う た い 物 乞 い を す る 病 者 に つ い て は
Pankhurst（1991）2-1-15 のほか Mesele（2010）2-1-18 の
論考がある。それによれば，北中央部のキリスト
教徒の多い高地部では hamina，ウェロ Wollo で
は abba wuddle，ゴジャム Gojjam では amina，ショ





MDT 開始（1983 年）を経て，1999 年に WHO の
制圧基準が達成された。同年以降の有病率につい






は International Leprosy Association によるハンセ
ン病史ウエブサイトの簡潔な記述 2-1-22 も参考にな
る。
　ハンセン病の医療・研究機関としては The All 
Africa Leprosy Rehabil i tation and Training
（ALERT）Center があり，アフリカのハンセン病
の臨床また研究をリードした。病者の団体としては，
1996 年設立の The Ethiopian National Association 






や tuet（SIL International 20052-2-1）， ヌ エ ル 語 で
dh cp（Huffman 19292-2-2），ザンデ語で kungu（Lagae 
& Vanden Plas 19252-2-3）と言うらしい。ただしこ
れらが現在どの程度使われているか，どのような
意味合いを帯びているか，細かなことは分からな
い。el Hassan et al（2002）2-2-4 は，スーダン東部ガ
ダーレフ州のそれぞれマサリト人とハウサ人 *2-2)
から構成される村で，「ハンセン病」を直接指す






に つ い て 詳 述 さ れ た も の が 見 当 た ら な い。
Cochrane（1928）2-2-5 によれば，イギリス・エジプ
ト共同統治期（1899-1956 年）の 1928 年に病院や
コロニーないし居留地が幾つか存在したという
が，それ以前またそれ以降について詳細は不明で




Nazik Hag Elfadl（2011）2-2-6 がいくらか参考になる
かもしれない。それによれば，かつて療養所





























語で ebibembe（Museveni et al 20092-3-2），テソ語で
atapon（Kitching 19152-3-3）と言うらしい。また西
北のネビ Nebbi 地区（アルール語の話される地区
と思われる）では dhobu（Ovuga et al 19952-3-4）と







によれば，1920 年代 30 年代にキリスト宣教団に
よって病院や療養所ないしコロニーが建てられた
と い う。 た と え ば，Church Missionary Society
（CMS）は Kumi に小児用療養所（settlement）を，
Ongino に 成 人 用 療 養 所 を，CMS の 医 師 Sharp
（Sharp & Metcalf 19302-3-10）はブニョニ Bunyonyi
湖 の ブ ワ マ Bwama 島 に Lake Bunyoni Leprosy 
Settlement を，Franciscan Missionary Sisters for 





　1994 年に国じゅうで MDT が行われるようにな
り，2004 年に WHO の制圧目標が達成された。た
だし，幾つかの地域では依然高率と推測される。
また新しく見出される病者の障害率は高いという
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は西ナイル言語群に属しており，ルオ語の dhoho











け る ハ ン セ ン 病 コ ン ト ロ ー ル に つ い て は
































し 精 神 的 健 康 を 取 り 上 げ た 報 告 と し て は，
Leekassa et al（2004）3-1-1 がある。Leekassa らは自








かし病型（PB ／ MB）や桿菌指数 Bacillary index
（4 以下／ 5 以上）や病気の期間（15 年以内／























　また Kisivuli et al（2005）3-1-3 はケニヤ西部に住
む成人ハンセン病者 152 名（男性 69 名，女性 83 名）
を英語版もしくはスワヒリ語版 GHQ-28，標準精











　さらに Haroun et al（2012）3-1-4 は，エチオピア
で MDT を終了した病者 80 名における神経障害性
の痛み（NP）の程度を BPI（Brief Pain Inventory），
DN4（Douleur Neuropathique en 4 Questions），































































































































　一方 Coebergh & Buddingh（2004）3-3-3 はスーダ




















































ける受診の遅れを指摘した Andayi et al（1998）3-5-2，
そしてエチオピアで調査を行い，女性病者におけ
る入院パターンの違いや死亡率の高さを示した





























et al（2000）4-1-1 によるそれがある。Asnake らは，
ハンセン病医療と一般医療との統合が焦点となる
中，エチオピア南部の一般医療（general health 






















































婚 が 許 さ れ る な ど， 興 味 深 い こ と を 記 し た。
hereditary と考える者は 47.8％，contagious と考
える者は 53.1％であった。

















































































般の人々 534 名，地域リーダー 47 名，伝統的治
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されるべきと考えられた。
【注】











（1993）5-4，Sindiga et al（1995）5-5，Gessler et al（1995）5-6，
Meier zu Biesen et al（2012）5-7 がある。









が 多 く み ら れ る 」（ 同 ） と い う。 確 か に，
Robinson（1914）5-8 によれば，ハウサ語で leprosy
は kuturchi あるいは kuturta で，指等の離脱タイ
プ の そ れ は machiri だ と い う。 ま た Abraham
（1962）5-9 はalbarasとkuturtaの2語を挙げている。
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47若林：東アフリカにおけるハンセン病に関する心理社会研究と健康教育研究
Psychosocial Research and Health Education Research into 
Leprosy in East Africa: A literature review
YOSHIFUMI WAKABAYASHI
School of Social Information Studies, Otsuma Women’s University
Abstract
In order to investigate how best to proceed with psychosocial research and health education 
research into leprosy, or Hansen’s disease, in the future, I carried out a survey of studies and 
research in the same field that have been conducted in East Africa.
I made a proposal for the promotion of research as follows in light of this survey. That is, in 
terms of persons to be studied, research targeting affected women and the families of the affected 
persons; in terms of methodology to be adopted, research based on documents written by or 
stories told by affected persons themselves and research comparing such persons in different 
societies; in terms of themes to be addressed, research revealing their more inner conditions, 
follow-up research focusing on the changes of their psychosocial conditions, research of the 
process by which such persons overcome the leprosy-related stigma and psychological problems, 
research relating the psychological support to such persons, and research analyzing their 
psychosocial conditions in lights of the systems and norms of the societies they belong to, as well 
as basic research on the living condition of the affected persons.
Moreover, I stated it is also desirable to have research on the psychosocial problems facing 
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